
   
親 ガ チ ャ 
ひ と も し 

                          

今
春
、
長
男
と
次
男
が
得
度

と

く

ど

に
臨

み
、
晴
れ
て
仏
弟
子
と
な
っ
た
。
つ

く
づ
く
有
り
難
い
こ
と
だ
と
思
う
。 

 

た
だ
、
彼
ら
は
未
だ
小
学
生
だ
。

得
度
の
意
味
も
僧
侶
が
何
た
る
か
も
、

理
解
し
た
上
で
の
こ
と
で
は
な
い
。

私
も
小
学
校
へ
入
る
春

に
得
度
を
し
た
が
、
何

が
何
だ
が
さ
っ
ぱ
り
わ

か
ら
ぬ
ま
ま
に
剃
髪
、

と
い
う
具
合
だ
っ
た
。 

 

現
代
に
お
い
て
そ
れ

は
、
や
や
も
す
る
と
子

ど
も
へ
の
人
権
侵
害
に

相
当
す
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
ま
だ
何
も
わ
か

ら
ず
、
選
択
す
る
力
の

な
い
子
を
、
た
だ
寺
に

生
ま
れ
た
と
い
う
だ
け
で
仏
門
に
入

れ
る
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
一
人
前

の
僧
侶
に
な
ろ
う
と
す
れ
ば
、
「
修

行
」
と
い
う
名
の
人
権
放
棄
を
堪
え

抜
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
尚
更

で
あ
ろ
う
。
私
も
若
い
頃
、
寺
に
生

ま
れ
た
こ
と
を
相
当
に
嘆
い
て
ば
か

り
い
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
ど
う
い
う
家
、

ど
う
い
う
親
の
下
に
生
ま
れ
る
か
？

を
選
択
す
る
権
利
は
誰
も
持
っ
て
い

な
い
の
だ
。
最
近
で
は
そ
の
こ
と
を

「
親お

や

ガ
チ
ャ
」
と
言
う

そ
う
だ
が
、
選
択
権
が

な
い
の
は
家
や
親
に
限

ら
な
い
。
顔
も
体
も
、

自
分
の
名
前
で
す
ら
選

べ
な
い
。
そ
も
そ
も
生

ま
れ
て
き
た
こ
と
自
体
、

自
分
が
選
ん
だ
わ
け
で

は
な
い
の
で
あ
る
。 

 

人
間
は
、
誰
し
も
が

そ
の
よ
う
に
し
て
生
ま

れ
て
く
る
。
そ
し
て
そ

れ
が
ど
の
よ
う
な
境
遇
で
あ
っ
て
も
、

種
々
様
々
な
負
荷
が
圧
し
掛
か
る
。

し
か
し
そ
の
負
荷
こ
そ
が
、
良
く
も

悪
く
も
自
分
を
創
っ
て
ゆ
く
の
だ
。

我
が
子
に
は
、
粘
り
強
く
生
き
て
ゆ

け
、
と
言
う
他
に
な
い
。（
龍
） 
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玉
佛
堂
落
慶
法
会 

今
春
四
月
十
八
日
、
境
内
に

「
玉
佛
堂

ぎ
ょ
く
ぶ
つ
ど
う

」
と
称
す
る
八
角
円
堂

が
建
立
さ
れ
、
落ら

っ

慶け
い

法ほ
う

会え

を
営
み
ま

し
た
。 

真
言
宗
岡
山
結け

っ

衆
し
ゅ
う

寺
院
十
三
ヶ

寺
の
ご
出
仕
を
仰
い
だ
ほ
か
、
岡
山

市
日に

っ

中
ち
ゅ
う

友ゆ
う

好こ
う

協
き
ょ
う

会か
い

代
表
、
長
泉
寺

総
代
、
建
設
工
事
関
係
業
者
各
位
ら

が
集
ま
り
、
中
国
洛ら

く

陽よ
う

市
の
白は

く

馬ば

寺じ

よ
り
平
成
四
年
に
請
来
さ
れ
た
本
尊

玉
ぎ
ょ
く

佛ぶ
つ

釈し
ゃ

迦か

牟む

尼に

如に
ょ

来ら
い

像
宝
前
に
、

龍
門
住
職
が
導
師
を
勤
め
開
眼
法
を

奉
修
。
法
会
後
の
記
念
式
典
で
は
、

白
馬
寺
方
丈

ほ
う
じ
ょ
う

（
管
長
）
の
印い

ん

楽ら
く

猊げ
い

下か

様
よ
り
送
ら
れ
た

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、

岩
見
徹
総
代
長
よ
り

工
事
関
係
業
者
に
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。 

当
堂
は
、
檀
徒
各

家
の
年
忌
法
事
を
行

う
た
め
、
そ
し
て
長

泉
寺
に
お
い
て
佛
菩

薩
を
供
養
す
る
た
め

の
佛
塔
と
し
て
今
春

建
て
ら
れ
ま
し
た
。

檀
徒
皆
様
に
は
、
ご

法
事
な
ど
で
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

 

 
 

 

泉   

晃
子 

（
東
大
阪
市
） 

 
 

新
田
家 

（
尼
崎
市
） 

 
 

西
尾
新
一
（
万
成
西
町
） 

 
 

二
宗
輝
明
（
南
方
） 

 
 

原
田
清
子
（
穝
東
町
） 

 
 

人
見
和
幸
（
上
中
野
） 

丸
山
惣
一
（
竹
田
） 

山
田
紀
香
（
国
体
町
） 

               

樂
陽
廟
春
秋
祭 

             

永
代
供
養
塔
「
樂ら

く

陽よ
う

廟
び
ょ
う

」
で
祀

ら
れ
る
檀
徒
各
家
精
霊
に
回
向
を
捧

げ
る
「
春

し
ゅ
ん

秋
じ
ゅ
う

祭さ
い

」
を
四
月
二
十
一

日
、
今
春
落
慶
を
迎
え
た
玉
佛
堂
で

奉
修
し
ま
し
た
。 

当
法
会
は
こ
れ
ま
で
樂
陽
廟
一
階

で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は

同
廟
前
に
建
つ
玉
佛
堂
が
そ
の
道
場

と
な
り
、
今
般
の
春
秋
祭
が
檀
信
徒

皆
様
へ
の
新
堂
御
披
露
目
と
も
相
成

り
ま
し
た
。 

奉
納
幟
幡 

施
主 

ご
芳
名 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 



 

万
灯
万
華
供
養 

本
尊
大
祭 

毎
年
五
月
五
日
よ
り
同
八
日
に
か

け
て
奉
修
さ
れ
る
万ま

ん

灯ど
う

万ま
ん

華げ

供く

養よ
う

「
本ほ

ん

尊ぞ
ん

大た
い

祭さ
い

」
は
今
年
、
三
年
ぶ
り

に
真
言
宗
岡
山
結け

っ

衆
し
ゅ
う

寺
院
諸
大
德

を
お
招
き
し
、
有
参
拝
形
式
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

同
法
会
は
、
檀
信
徒
各
家
精
霊
に

回え

向こ
う

を
捧
げ
る
た
め
、
本
堂
に
多
く

の
「
灯
」
と
「
華
」
の
供
養
を
施
し
、

開か
い

白
び
ゃ
く

（
５
月
５
日
）
か
ら
三
日
三

晩
、
ご
開
帳
さ
れ
た
本
尊
薬
師
如
来

の
御
宝
前
に
計
九
座
の
理り

趣し
ゅ

三ざ
ん

昧ま
い

法ほ
う

会え

を
勤
め
ま
す
。
結け

ち

願が
ん

の
５
月
８
日

に
は
、
真
言
宗
岡
山
結
衆
寺
院
諸
大

德
が
集
ま
り
、
中

ち
ゅ
う

曲
き
ょ
く

理
趣
三
昧
法

会
を
奉
修
。
本
年
は
さ
ら
に
、

総
本
山

そ
う
ほ
ん
ざ
ん

仁に
ん

和な

寺じ

の
布
教
師
で
あ
ら
れ

る
児
島
般は

ん

若に
ゃ

院い
ん

住
職
本も

と

山や
ま

泰た
い

基き

師
よ

り
ご
法
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
は
久
し
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
前
と

同
規
模
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
同
法
会
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
参
拝
者
皆
さ
ま

に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な

い
か
と
存
じ
ま
す
。 

法
会
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
は
、
心
よ
り
篤
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

           

 

令
和
４
年
度 

総
代
会
総
会 

 
 

 

総そ
う

代だ
い

会か
い

（
総
代
長
：
岩
見
徹
氏
）

は
先
月
、
令
和
四
年
度
檀
信
徒
総
代

会
総
会
を
書
面
形
式
で
開
催
。 

昨
年
度
の
事
業
・
決
算
並
び
に
会

計
監
査
報
告
、
さ
ら
に
は
玉
佛
堂
建

設
の
事
業
・
収
支
報
告
、
今
年
度
の

事
業
方
針
・
計
画
に
つ
い
て
確
認
し
、

以
上
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

寺
子
屋
文
化
講
座  

 
 

六
月
七
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岡
山
市

日
中
友
好
協
会
専
務
理
事
の
松ま

つ

井い

三さ
ん

平ぺ
い

氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
第
三
十

六
回
寺
子
屋
文
化
講
座
を
開
講
。 

岡
山
市
は
中
国
洛
陽
市
と
友
好
都

市
で
あ
り
、
同
協
会
は
四
十
年
以
上

に
わ
た
り
友
好
交
流
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
松
井
さ
ん
は
そ
の
礎
を
築
か

れ
た
内
山
完か

ん

造ぞ
う

さ
ん
と
中
西
寛か

ん

治じ

さ

ん
の
ご
紹
介
を
中
心
に
、
詳
し
く
同

協
会
の
歩
み
を
お
話
下
さ
い
ま
し
た
。 

次
回
は
八
月
三
十
一
日
、
県
立
記

録
資
料
館
元
館
長
の
在
間
宜
久
先
生

を
講
師
に
、
明
治
期
の
山
陽
鉄
道
建

設
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。 

出
家
得
度
式 

            

龍
り
ゅ
う

門も
ん

住
職
の
長
男
大だ

い

悟ご

（
算
十

二
歳
）
と
次
男
和か

ず

弥や

（
算
九
歳
）
は
、

今
春
三
月
二
十
七
日
に
出

し
ゅ
っ

家け

得と
く

度ど

式し
き

を
迎
え
、
名
誉
住
職
の
光こ

う

研け
ん

権ご
ん

大だ
い

僧そ
う

正
じ
ょ
う

戒か
い

師し

の
も
と
、
法
縁
深
い
僧

衆
や
総
代
ら
に
見
守
ら
れ
る
中
、
晴

れ
て
新し

ん

発ぽ
っ

意ち

（
仏
弟
子
）
と
成
り
ま

し
た
。
僧
名
は
そ
れ
ぞ
れ

龍
り
ゅ
う

山ざ
ん

、

龍
り
ゅ
う

城
じ
ょ
う

で
す
。 

檀
信
徒
皆
様
に
は
引
き
続
き
彼
ら

の
成
長
を
見
守
っ
て
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
す
。 



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
会
便
り 

 
 

長
泉
寺
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
会
は
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

ア

ム

ダ

が

ハ
ン
ガ
リ
ー
国
で
行
っ
て
い
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
難
民
支
援
活
動
の
サ
ポ
ー
ト

を
す
る
た
め
、
檀
信
徒
皆
様
が
お
寄

せ
下
さ
っ
た
募
金
五
十
万
円
を
四
月

十
九
日
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
事
務
所

（
伊
福
町
）
へ
届
け
ま
し
た
。 

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
各
位

に
は
心
よ
り
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
檀
信
徒
皆
様
に
は
引

き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

ま
た
こ
の
度
、
長
泉
寺
檀
徒
で
あ

り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

国
境
で
難
民
医
療
支
援
活
動
を
行
っ

て
こ
ら
れ
た
佐
藤
拓
史
医
師
よ
り
皆

様
へ
御
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
度
は
、
長
泉
寺
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
基
金
会
様
よ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避

難
民
緊
急
支
援
活
動
に
ご
支
援
を
賜

り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

私
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
国
境
、
ベ
レ
グ
ス
ラ
ー
ニ
ー
の

ヘ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
の
仮
設
診
療
所
で
、

現
地
の
団
体
や
医
療
者
と
協
力
し
な

が
ら
活
動
し
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー

は
近
隣
諸
国
な
ど
へ
向
か
う
中
継
地

点
と
な
っ
て
お
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
や
っ
と
の
思
い
で
逃
れ
て
き
た

人
々
の
中
に
は
、
避
難
の
途
中
で
け

が
を
し
た
り
、
薬
を
飲
む
こ
と
が
で

き
ず
持
病
が
悪
化
し
た
り
と
、
様
々

な
症
状
を
訴
え
る
方
が
大
勢
い
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
の
中
に
は
戦
火
に
巻

き
込
ま
れ
た
方
も
お
り
、
銃
で
足
を

撃
た
れ
た
と
い
う
二
十
代
の
女
性
も

い
ま
し
た
。
緊
張
や
ス
ト
レ
ス
に
よ

る
症
状
を
訴
え
る
方
も
多
く
、
長
引

け
ば
長
引
く
ほ
ど
、
健
康
状
態
の
悪

化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

現
場
で
は
日
本
か
ら
持
ち
込
ん
だ

ポ
ー
タ
ブ
ル
エ
コ
ー
（
超
音
波
診
断

装
置
）
が
、
病
気
の
診
断
に
役
立
ち

ま
し
た
。
外
傷
患
者
の
腹
腔
内
の
出

血
や
腹
痛
の
原
因
の
診
断
な
ど
、

様
々
な
場
面
で
適
切
な
対
応
が
で
き

ま
し
た
。 

二
十
四
時
間
体
制
で
診
療
に
当
た

り
ま
し
た
が
、
空
き
時
間
に
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
人
々
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
信
頼
関
係
が

生
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。
出
会
っ
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
か
ら
「
遠
い
日

本
を
こ
ん
な
に
近
く
に
感
じ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
声
を
か
け
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
か
ら
話
を
伺

う
中
で
、
何
度
も
心
が
潰
れ
る
よ
う

な
思
い
に
な
り
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
人
々
が
日
常
を
取
り
戻
す
に
は
、

ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
復

興
支
援
を
含
め
、
私
た
ち
に
で
き
る

事
を
考
え
続
け
、
継
続
的
な
活
動
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。
檀
信
徒
皆
様
に

は
ど
う
か
引
き
続
き
、
長
泉
寺
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
基
金
会
の
活
動
へ
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。 

 

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
理
事 

佐
藤
拓
史          

ウクライナ難民医療支援活動を行う佐藤医師 

寄付金を手渡す多田総代（中）と受け取る菅波代表（右） 

長泉寺ボランティア基金会 

寄付金の受付 
  
ゆうちょ銀行 総合口座 

15460 30539111 
  
郵便局以外の金融機関から 

振込む場合は 

【店名】五四八 【店番】548 

【預金種目】普通預金 

【口座番号】3053911 
 
ご協力をお願いします 



石
村
庄
右
さ
ん 

ご
逝
去 

法
号  

慈
音
院
庄
右
居
士 

長
年
に
わ
た
っ
て
当
山
世
話
人
を

お
勤
め
下
さ
っ
た
石
村

庄
し
ょ
う

右え

さ
ん

が
四
月
四
日
、
算
八
十
九
歳
で
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。 

石
村
さ
ん
は
音
楽
が
大
好
き
で
、

特
に
長
泉
寺
旧
合
唱
団
ゴ
ス
ペ
ラ
ー

ズ
、
現
合
唱
団
ナ
ー
ガ
の
団
員
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十

五
年
に
総
本
山
仁に

ん

和な

寺じ

境
内
で
行
っ

た
「
御お

室む
ろ

桜
ざ
く
ら

有あ
り

明あ
け

コ
ン
サ
ー
ト
」

や
平
成
二
十
七
年
高
野
山
開
創
千
二

百
年
記
念
大
法
会
で
の
奉
納
合
唱
が

よ
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

と
て
も
温
和
な
お
人
柄
で
、
よ
く

お
寺
へ
お
越
し
下
さ
り
、
た
く
さ
ん

の
ご
奉
仕
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

感
謝
と
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
、
ご
冥

福
を
至
心
に
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

    

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
会 

☆
志
納
金 

計
六
六
一
、
八
二
二
円 

令
和
四
年
一
月
一
日
～
令
和
四
年
六
月
六
日  

【
内 

訳
】  

 
 
 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金  

一
七
、
一
九
〇
円 

・
東
日
本
大
震
災
救
援
募
金 

 
 

一
〇
、
六
三
四
円 

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
支
援
募
金 

 
 
 
 
 
 

六
三
三
、
九
九
八
円 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
【
寄
付
者
ご
芳
名
】 

敬
称
略 

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金 

 
 

赤
塚
菜
穂
、
佐
藤
恭
子
、
原
田

清
子
、
佐
山
由
美
子
、
岡
崎
毬
子
、

湯
浅
章
夫
、
中
塚
佳
子
、
石
原
敏

江
、
宮
重
洋
子
、
政
岩
和
子
、
平

松
秀
紀
、
平
松
和
子
、
朝
森
喜
久

子
、
黒
住
ト
シ
子
、
山
田
紀
香
、

小
林
、
難
波
治
子
、
中
村
久
美
子
、

石
村
邦
子
、
富
山
仁
美
、
虫
明
直

美
、
松
本
、
石
坂
、
片
山
良
美 

 
 

 

 

▼
東
日
本
大
震
災
救
援
募
金 

橋
本
時
夫
、
佐
藤
恭
子
、
原
田

清
子
、
友
野
昌
平
、
中
塚
佳
子
、

石
原
敏
江
、
政
岩
和
子
、
平
松
秀

紀
、
平
松
和
子
、
上
舘
純
也
、
難

波
詞
朗
、
朝
森
喜
久
子
、
黒
住
ト

シ
子
、
山
田
紀
香
、
難
波
治
子
、

石
村
邦
子
、
松
本
、
片
山
良
美 

 

 ▼
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
支
援
募
金 

 

大
野
新
平
、
三
宅
詠
子
、
大
橋
正

和
、
笠
井
照
子
、
紺
野
澄
江
、
松
原 

肇
、
松
原
純
子
、
松
井
志
津
雄
、
伊

藤
圭
子
、
冨
田
英
行
、
北
川
喜
信
、

山
部
智
寿
、
井
上
裕
一
、
野
村
恵
理
、

沖
田
武
司
、
佐
藤
和
子
、
人
見
和
幸
、

人
見
雅
子
、
浦
上 

洋
、
池
上
交
治
、

多
田
章
利
、
小
原
洋
美
、
福
池
忠
重
、

犬
飼
征
志
、
杉
山
花
子
、
野
村 

豊
、

間 

禮
子
、
水
畑
孝
昭
、
村
田
信
子
、

内
藤
剛
志
、
石
井
司
朗
、
石
井
澄
子
、

小
林
茂
徳
、
浜
本
忠
義
、
佐
伯
裕
之
、

小
林
章
了
、
行
本
美
子
、
信
部
淳
子
、

松
田
寿
美
子
、
谷
口
悦
朗
、
井
川
正

美
、
小
川
孝
雄
、
福
本
伸
一
、
瀬
尾

文
子
、
西
山
美
保
、
岡
田
陽
一
、
徳

森
康
子
、
高
見
智
子
、
丸
山
幸
男
、

福
見 

緑
、
美
濃
允
子
、
白
神
勝
彦
、

稲
田
公
子
、
谷 

芳
樹
、
難
波
忠
雄
、

重
藤
美
代
子
、
田
中
健
治
、
渡
邉 

進
、
中
塚
典
郎
、
高
田
浩
子
、
酒
井 

勉
、
町
田 

侃
、
金
井
永
子
、
桑
野

光
雄
（
高
野
山
真
言
宗
西
の
院
）
、

大
月 

洋
、
長
江
志
満
子
、
山
田
紀

香
、
原
野
廣
子
、
朝
森
喜
久
子
、
丸

山
惣
一
、
野
田
隆
茂
、
新 

悠
紀
子
、

田
邊
善
治
、
佐
藤
恭
子
、
井
本 

登
、

難
波
治
子
、
石
原
縉
吾
、
中
村
久
美

子
、
石
村
邦
子
、
横
田
喜
代
子
、
富

山
仁
美
、
富
山 
均
、
山
﨑
辰
仁
、

片
山
美
和
、
石
坂
、
松
本
、
そ
の
他

匿
名
檀
信
徒
等
多
数 

新
任
役
僧
の
ご
紹
介  

皆
様
は
じ

め
ま
し
て
。

四
月
末
よ
り

お
手
伝
い
を

さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
井
上

い
の
う
え

弘こ
う

基き

と
申
し
ま
す
。 

今
年
三
月
に
京
都
仁に

ん

和な

寺じ

で
の
修

行
を
終
え
、
今
は
大
学
院
に
通
い
な

が
ら
僧
侶
と
の
二
足
の
草
鞋
を
履
く

日
々
で
す
。
当
初
は
右
も
左
も
分
か

ら
な
か
っ
た
私
で
し
た
が
、
皆
さ
ま

の
温
か
い
支
え
に
よ
っ
て
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
自
身
の
成
長
を

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
点
も
多
い
で
す

が
、
一
つ
一
つ
の
貴
重
な
経
験
や
人

と
の
繋
が
り
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
精
進
を
重
ね
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
皆
さ
ま
と
お
話

し
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。 

 

訃
報 



樂
陽
廟
一
階 

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
お
知
ら
せ 

 
 

 

こ
の
度
、
当
山
で
ご
遺
骨
を
お
預

か
り
す
る
納
骨
堂
を
拡
充
す
る
た
め
、

左
記
日
程
に
て
樂ら

く

陽よ
う

廟
び
ょ
う

一
階
の
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
い
ま
す
。
そ
の

間
、
参
拝
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
水
道
の
使
用
、
参
拝

通
路
等
に
制
限
が
か
か
り
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
樂
陽
廟
を
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
は
、
左

記
工
事
期
間
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ど
う
か
そ

の
旨
ご
理
解
、
ご
容
赦
賜
り
ま
す
よ

う
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

樂
陽
廟
一
階
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
予
定 

 

予
定
工
期 

七
月
十
五
日
～
末
日 

 

工
事
場
所 

樂
陽
廟
一
階
ホ
ー
ル 

 
 

な
お
、
本
工
事
を
経
た
後
、
八
月

後
半
か
ら
九
月
中
旬
に
か
け
て
新
た

に
納
骨
棚
を
設
置
す
る
工
事
を
行
い

ま
す
。
そ
の
完
成
を
経
て
、
皆
様
に

は
樂
陽
廟
一
階
の
ご
利
用
案
内
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

                         

      

 

                   

             

可能な御方に限り、『いづみ』のペーパーレス

化にご協力いただいております。※すでにご登録

をいただいたお方には感謝申し上げます。 

ご対応いただけます檀徒様には、下記アドレス

までお名前とご住所をご送信下さい。 

idumi@chosenji.net 

 

 

回向 檀信徒各家精霊 

盂蘭盆総供養法会 
8 月15 日（月）9 時～10 時 受付 8 時半～ 於：玉佛堂  

永代供養をされている方、お盆行時にお留守をされた方など、 

ご参列を希望される方にはお時間までにお位牌をご持参ください 
 

 

長泉寺 将 棋 ク ラ ブ 
  
毎月一回 客殿で開催中 参加無料 

 

■53回目 

7 月24 日（日） 13：30－16：00 
 

■54回目 

8 月28 日（日） 13：30－16：00 
 

いつも集まったメンバーで楽しくやっていま

す。どなたでもお気軽にご参加ください。 

※コロナの状況によって、変更になることが

あります。事前にお問合せください。 

いづみ ペーパーレス化 

ご
先
祖
・萬
霊
供
養
の
日
帰
り
バ
ス
旅 

 

お
せ
が
き
行 

八
月
二
十
日
（土
）午
前
七
時 

長
泉
寺
出
発 

 

詳
し
く
は
別
紙
申
込
み
用
紙
を
ご
覧
下
さ
い 

第 

回
平
和
の
鐘
を
な
ら
そ
う
！ 

日
時
：
八
月
十
五
日
（
月
）
正
午
～ 

講
演
：
難
波
妙
さ
ん  

主
催
：
岡
山
ユ
ネ
ス
コ
協
会 

久しぶりの 

灯篭流し 
8 月 16 日 18:00～20:00 

於：西川アイプラザ前 西川緑道公園 
主催：岡山市仏教会 

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
理
事 

23 

甲
か
ぶ
と

山や
ま

神か
ん

呪の
う

寺じ 

神
戸
六
甲
山 

行先 

た
え 


